
項 ⽬ 内 容

名称 ノニ 、ヤエヤマアオキ [英]Morinda、Noni [学名]Morinda citrifolia L.

概要 ノニは、ポリネシアから東南アジア、沖縄などの広い地域に⾃⽣し、5〜8 m程にな

る常緑の灌⽊で インディアンマルベリーとも呼ばれ

る。果実は緑⾊で、熟すと⻩⾊になり強い臭気を出

す。

法規・制度 ■⾷薬区分

・ヤエヤマアオキ (インディアンマルベリー/ノニ) 果実、種⼦、葉︓「医薬品的効

能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 和名︓ヤエヤマアオキ。

・熱帯から亜熱帯の広い地域に⾃⽣し、5〜8 m程になる常緑の灌⽊で、表⾯がゴツ

ゴツした果実を付ける。



・中鎖脂肪酸、カリウム、ビタミンC、アントラキノン類、β-シトステロール、カ

ロテン、ビタミンA、リノール酸、カプロン酸、ウルソリン酸、ルチン等を含む。

分析法 -

有効性

ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 RCT

・⽉経困難症の⼤学⽣80名 (試験群42名、平均22.7±5.4歳、ジャマイカ) を対象

とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ノニ (果実粉末400 mg⼊り錠

剤) を⾷事30分前に2錠/⽇、⽉経の2⽇前から5⽇間に3ヶ⽉摂取させたところ、⽉

経による疼痛および出⾎に影響は認められなかった (PMID:23431314) 。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=23431314&dopt=Abstract
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